
白井市第 3次環境基本計画策定の流れ 

 

計画策定に向けた流れは下図に示すとおりです。 

これまでの経緯として、平成 31（2019）年度、令和 2（2020）年度には、現状の整理と

して、環境を取り巻く情勢、環境の現状、地域特性、現行計画の進捗状況の整理を行いまし

た。また、市民・事業者・子ども向けのアンケート調査及び環境団体意見交換会・市民意見

交換会を行い、市内の様々な方からの意見集約を行いました。それらの結果から、市が抱

える課題を抽出しました。 

令和 3（2021）年度には、上記の整理結果を基に作成した環境の将来像、現段階の施策

体系及び骨子に関して、庁内の担当者級の会議である検討委員会、課等長級の会議である

策定委員会にて内容等を討議しています。今回の環境審議会では、庁内会議を踏まえて修

正した環境の将来像、現段階の施策体系及び骨子の内容に関しての御意見をいただきます。 
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